
山
手
福
山
合
戦
太
鼓
が
そ

う
じ
ゃ
吉
備
路
マ
ラ
ソ

ン
の
応
援
を
始
め
て
、
今
年
で

４
回
目
に
な
り
ま
す
。
山
手
福

山
合
戦
太
鼓
は
、
地
域
に
郷
土

芸
能
を
育
て
よ
う
と
い
う
目
的

で
、
平
成
元
年
に
旧
都
窪
郡
山

手
村
で
発
足
し
ま
し
た
。
平
成

８
年
に
行
わ
れ
た
福
山
合
戦

６
６
０
年
慰
霊
祭
に
合
わ
せ
て

「
福
山
合
戦
」
の
様
子
を
描
い

た
曲
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

現
在
の
名
称
と
な
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
楽ら
っ
こ鼓
部
（
中
学
生

ま
で
）
と
鼓
つ
つ
み

衆
し
ゅ
う

焔ほ
む
ら（
高
校
生

以
上
）
で
構
成
。
年
齢
差
は
あ

っ
て
も
、
心
に
響
く
太
鼓
が
演

奏
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
じ
ゃ
吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン

で
は
、
た
た
き
手
と
育
成
会
が

一
団
と
な
り
、
備
中
国
分
寺
前

で
演
奏
。
走
る
選
手
が
太
鼓
の

音
を
聞
い
て
少
し
で
も
元
気
を

出
せ
る
よ
う
、
吉
備
路
を
走
る

最
後
の
選
手
ま
で
、
力
強
く
応

援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
臨

み
ま
す
。
ハ
ー
フ
と
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
の
コ
ー
ス
の
沿
道
で
応
援

す
る
た
め
、
全
て
の
選
手
に
聞

い
て
い
た
だ
け
な
い
の
は
残
念

で
す
が
、
た
た
き
始
め
か
ら
の

約
５
時
間
、
交
替
し
な
が
ら
皆

さ
ん
へ
「
が
ん
ば
っ
て
！
」「
フ

ァ
イ
ト
！
」
の
心
を
込
め
て
た

た
き
切
り
ま
す
。

（
山
手
福
山
合
戦
太
鼓
）

●

総
社
中
央
小
学
校
で
は
、

以
前
か
ら
ア
ル
ミ
缶
回

収
を
行
い
、
収
益
を
ユ
ニ
セ
フ

に
募
金
し
て
い
ま
し
た
が
、
５

年
前
か
ら
は
総
社
は
ば
た
き
園

に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
ア
ル
ミ

缶
が
集
ま
る
よ
う
に
と
、
代
表

委
員
会
で
集
め
方
を
相
談
し
、

運
動
会
の
よ
う
に
「
赤
白
対
抗
」

で
集
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
た
く
さ
ん
の
ア
ル
ミ
缶
を
集

め
る
た
め
に
！
」「
た
く
さ
ん

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
た
め

に
！
」
と
全
校
で
協
力
し
た
結

果
、
１
万
７
７
０
３
個
も
の
ア

ル
ミ
缶
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

12
月
12
日
に
は
、
運
営
委
員

会
の
６
年
生
が
代
表
し
て
、
ア

ル
ミ
缶
回
収
の
収
益
で
買
っ
た

お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
、
総
社
は
ば
た
き
園

の
園
児
に
渡
し
に
行
き
ま
し

た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
と
、

園
児
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
そ
の

笑
顔
を
見
て
、
私
た
ち
運
営
委

員
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
心
が
温
ま
る
交
流
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
総
社
中
央
小
学
校
で

は
、
学
校
と
地
域
と
の
交
流
を

大
切
に
し
て
、
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
総
社
中
央
小
学
校
児
童
一
同
）

　クリスマスプレゼントに贈った絵
本を、園児に読み聞かせる

沿道から選手にエールを送る

広報クイズ
　今月の『広報そうじゃ』を
読んで、次のクイズに答えて
ください。
　Ｑ 1　平成28年分の確定
申告から、手続きをするとき
に必ず必要になるのは「マイ
●●●●」。
【応募方法】　はがきかメールに答えと住所、氏名、電話番号、
市政や広報紙に対するご意見やご要望を明記のうえ、編集室へ。
正解者のなかから 2 人に「そうじゃ消防署カレー」２個、「赤
米がゆ」１個をセットで贈ります。いただいた意見などは、担
当課から連絡することがあります。
【応募期限】　２月28日㈫
【12月号の答え】　第３位
【12月号の当選者】　東公恵さん（清音柿木）、藤田令子さん（清音古地）

［応募総数 16件］
【応募先】　〒719－1192　中央一丁目１番１号　総社市役所市政情
報課□ shisei@city.soja.okayama.jp

人口　68,196 人（前月比－ 11 人）
　　　（うち外国人登録 1000 人　前月比＋ 14 人）
　　　　男　33,163 人（前月比＋ 12 人）
　　　　女　35,033 人（前月比－ 23 人）
世帯数　26,484 世帯（前月比＋ 31 世帯）

　わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉備文化には
ぐくまれている総社市民です。
　このことに誇りと責任をもち明るく豊かなまちをつ
くることにつとめます。
１ 郷土を大切に
　　美しい環境を まもりましょう。
１ 生涯学び
　　明るい家庭を きずきましょう。
１ たがいに助け合い
　　あたたかいまちを つくりましょう。

◎市の花 /れんげ ◎市の木 /もみじ ◎市の鳥 /タンチョウ

人口・世帯数（平成２９年１月１日現在）

市 民 憲 章

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥

「そうじゃ消防署カレー」、「赤米がゆ」が当たる

　

　不用になった服やタオルなどは、月に一度「古布」
として出せます。回収した古布は服として再利用され
たり、工業用の雑巾として使われたりします。
　シーツや毛布も古布として出せますが、綿が入った
布団や座布団のほか、ストッキングやレース製品は古
布では出せません。燃やせるごみに出してください。

問い合わせ　環境課美化推進係（☎92 8338）

チュッピーからの豆知識！
　古布・ペットボトル・白色トレーの
収集日は同じ日だけど、それぞれを別
の袋に入れて出してね。

古布のリサイクルその 11

ごみについて学ぼう！

ごみ減量化コーナー
きれいな総社市を目指す！

ごみ減量化コーナー

古布として出せるものと燃やせるごみに出すもの

古布 燃やせるごみ

※ペットボトル・白色
　トレーとは別の袋へ

切断できないものは、吉備路
クリーンセンターへ直接搬入

切断できないもの

切断できるもの

●自由枠交付金制度の活用について
　新本地区では、平成 27年度から自由枠交付金が
スタートしました。赤米の保存伝承事業や高齢者
が月に一度昼食をともにするかがやきカフェなど、
新本独自の活動にも使われています。今年度は、限
られた交付金を効果的に使い、少しずつですが地
域の特色を出せはじめています。

●今後の課題
　教育特区への指定を含め、地区の良いところを外
部へ情報発信したいと思いますが、高齢化が進み、
力量をもつ人材が不足していることが今後の課題
です。

　新本地区で取れたそば粉でそばを打ち、老人クラブの人たちと打
ちたての味を堪能しました。みんな２杯ほど食べ満足そうでした

17 小学校区での自由枠交付金の使い方などを紹介！！

新本小学校区地域づくり協議会
Ｐａｒｔ15

新本小学校区地域づくり協議会会長

永田　智康さん
　新本は気候が良く、災害も
少ない良い場所ですが、人口
減少が続いています。自由枠
交付金を効果的に使い、次世
代につなげていける活動をし
ていきたいです。

地 自で生きる域 由枠交付金

主な活動内容主な活動内容
部会名 活動内容
福祉部会 敬老会事業

環境部会 道路・水路の清掃活動、ごみ減量
化推進事業など

交通・防犯部会 防犯灯の設置、通学見回り活動、
青色防犯パトロールなど

防災部会 自主防災組織の充実

活性化部会 地区運動会、ふれあい健康まつり、
赤米保存伝承事業など

新本小学校区

広報そうじゃ 2017. ２　2021　広報そうじゃ 2017. ２


